








 

  

出力事例 

 

帯広市の南部地域を対象とした易有効水分量（表層 30cm）の表示例を図Ⅲ-2-2 に示す。 

 

 

図Ⅲ-2-2 帯広市南部における易有効水分量区分図 

              

活用場面 

 

有効水分量の区分図は、 

① 作物の利用可能な水分供給量の推定や、畑地かんがいの必要な地帯の選別に活用できる。 

② 前述の土壌腐植区分図や後述の礫深度区分図と併用することで、土壌の 乾湿区分や透排水性、

作物別栽培適地の評価等にも活用できる。 

③ 作物別の生育や収量に関する情報と重ねることにより、干ばつ被害や湿害などの気象災害の被害発

生程度を把握することができる。 

④ 十勝地方については、土壌腐植含量、保水性、礫深度の各区分図を組み込んだ AGRIST（地理情報

を含む）という農業情報システムも作成されており、これらの情報を重ね合わせて利用することによっ

て土壌特性の評価をおこなうことができる（AGRIST は現在データの配布・提供を休止している）。 

 

 

 

 

 

 



 

  

Ｂ 礫深度 

 

推定手法 

 

LANDSAT などの光学センサーでは土中の様子直接に測定することはできないが、土壌水分や土壌表

面温度など、礫深度や礫含量と関連の高い要因を把握する衛星データから、礫深度や礫含量を間接的

に推定することができる。現地で調査した礫深度の情報と衛星データとの関連を検討し、重回帰式等によ

って礫深度の推定式を作成することにより、衛星データから礫深度を推定する。 

1985 年の LANDSAT データを用いて十勝地方で作成した礫深度の推定式を示す。 

 

    礫深度(cm)＝ 4.565TM2８５－5.754TM4８５＋6.265TM5８５－6.417TM7８５－126.85                 

    R２＝0.944 、RMSE=5.4cm(データ数：42 点) 

      ここで、 TM2８５は 1985 年 TM バンド 2、 TM4８５は TM バンド 4、TM5８５は TM バンド 5、 

 TM7８５は TM バンド 7 の輝度値である。 

 

出力事例 

 

帯広市および中札内村地域を 

対象とした礫深度区分図の表示

例を図Ⅲ-2-3 に示す。札内川の

河川沿いに礫層深の浅い地帯が

分布している様子など、地域変動

を把握することができる。 

 

活用場面 

 

礫が浅い位置から出現する圃

場では、機械作業への影響だけ

でなく導入できる作物も制限され

る。また根の伸張深が制限さ れ

ることから干ばつ被害を受けやす

く作物の生育や収量・品質にも影

響する。さらに秋まき小麦では礫

層深の浅いところで部分的に早く

登熟するため、刈り取りがおくれる

ことによって穂発芽が発生するこ

とがある。 

礫深度区分図の実際の利用例

としては、以下のことが想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ-2-3 帯広市および中札内村における礫深度区分図 

 



 

  

① 除礫など基盤整備計画 

② 畑地かんがいの必要な地区の選定 

③ ながいもなど深根性作物の作付不適地の把握 

④ 畑地かんがいの必要な地区の推定 

 

  

問い合わせ先（Ａ、Ｂ） 

〒305-0901 栃木県那須郡西那須野町千本松 768  

（独）農業・食品産業技術総合研究機構 畜産草地研究所  

飼料作生産性向上研究チーム （畠中 哲哉） TEL 0287-37-7559 

 

 

 

 

 

宇宙からみた北海道 １ 
 

 1990 年 5 月 29 日に LANDSAT5 号 TM センサで観測した、道央地帯の様子である。LANDSAT は札幌・
旭川・帯広を含む広域を一度に観測できる。画像で石狩、空知地方が黒くみえるのは、移植直後の
湛水された水田である。十勝地方は畑作物が生育していない畑の土の色を反映して赤茶色にみえる。
水色にみえるのは大雪や日高、増毛などの山々に残る残雪である。 
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